
鋼橋製作における仮組立検査の省略について 

 

 

事 務 連 絡 

平成７年９月 28 日 

                                                             建設省道路局 

                                                             国道課課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１ 対 象 橋 梁 

  当面、鋼橋鈑桁（Ⅰ形断面）、直橋、斜角 75°以上の全ての条件を満たす橋梁を対象とする。  

 

２ 施 工 管 理 

  鋼橋製作における仮組立検査の省略する場合においては、当面、土木施工管理基準および出来形規

格値の規定にかかわらず、別紙「鋼橋の仮組立による検査を省略する場合の施工管理基準及び規格値

（案）」を参考にされたい。 

 

３ 仮組立の検査を省略する場合の製作工数の低減 

 

４ 適用の時期 

  10 月１日以降適用する。 

  

 

 

 

 

 



「鋼橋の仮組立による検査を省略する場合の施工管理基準及び規格値（案）」 

 

編 章 節 条 枝番 工     種 測 定 項 目 規 格 値 測  定  基  準 測  定  箇  所 
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ｈ：腹板高（mm） 

ｂ：腹板又はリブの間隔（mm） 
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※規格値のw,çに代入する数値はｍ単位の数値である。 

ただし、「板の平面度δ，フランジの直角度δ」の規格値のh，b，wに代入する数値はｍｍ単位の数値とする。 




